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１．はじめに 

⾼い原料利⽤効率をもつインクジェット（IJ）
成膜は，ナノ粒⼦分散液の利⽤により基板表⾯ポ
テンシャルと⾃⼰組織化による粒⼦配向が期待
できる．⼀⽅でチタン酸バリウム（BaTiO3, BT）
などの強誘電体材料は，多様な素⼦に利⽤されて
いる．これまでに我々は，単結晶 BT ナノ粒⼦の
形状制御と粒⼦抽出，ナノ粒⼦分散液による IJ
描画について報告をしてきた．しかし合成粒⼦の
収率推定や，配向制御には⾄っていない．[1, 2]
本研究では，これら課題について検討を⾏った． 
２．実験⽅法 

本研究で使⽤した単結晶 BT ナノ粒⼦は，既報
どおり⽔酸化バリウム，チタン乳酸錯体（TALH），
⽔酸化ナトリウムの各⽔溶液を⽤い，⽔熱合成法
にて作成した．[2]また，IJ 描画には単ノズルヘッ
ド（Cluster Technology, φ25 µm PulseInjector）
を⽤い，Si(100)基板はヒータによる加熱を⾏った．

なお基板表⾯の異⽅性エッチングは，液温 70℃の
KOH ⽔溶液（3 mol/L）により⾏った． 
３．結果および考察 

⽔熱合成により得たナノ粒⼦の収率は，乾燥重
量の簡易測定から，最⼤ 45%と推定した．図１は，
抽出前後の粒⼦を Si(100)基板へ滴下・乾燥させ
て作成した，集積体の X 線回折図形である．ここ
には併せて，Si(111)エッチング⾯上の抽出後集積
体の結果と，Lotgering 法による配向度も⽰した．
同図より，粒⼦抽出が配向度向上に有効なこと，
基板⾯に BT(100)⾯が接して分布することが分
かり，基板表⾯ポテンシャルによる配向制御の可
能性が⽰唆された．また，いくつかの温度下での
IJ 描画パターン例が図２である．これより温度上
昇による乾燥速度増加が吐出痕を明瞭化する⼀
⽅，吐出の不安定化による⼨法差増⼤が⽣じるこ
とが明らかとなった． 
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Fig. 2. Dependence of IJ micropattern on substrate 
temperature. 

Fig. 1. Changes in orientation characteristics due to 
extraction of BT nano-particles. 
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